
別紙３

グローバル知財戦略フォーラム２０１８開催企画運営業務一式の企画提案書選定基準

基礎点 加点

1-1 目的、課題、特性等 必須 20 －
本事業の目的、課題、特性等について記載すること。
・本事業の目的、課題、特性等について具体的に記載されているか。

1-2 実施方法、運営方法 必須 20 －
本事業の実施方法、運営方法について記載すること。
・本事業の実施方法、運営方法について具体的に記載されているか。

2-1
プログラム構成の企
画立案

必須 20 －
プログラム構成例を参考に、フォーラム１日目及び２日目のプログラム構成を提案すること。
・プログラム構成において、講演形式（特別講演、パネルディスカッション等）及びテーマが記載されているか。

必須 10 －
本事業の実施体制（事業統括責任者、事業担当者、その他スタッフ等）を指揮命令系統とともに記載すること。
・本事業の実施体制（事業統括責任者、事業担当者、その他スタッフ等）が指揮命令系統とともに具体的に記載されている
か。

4 セキュリティ管理 10 セキュリティ管理 必須 10 －
本事業を実施するためのセキュリティ管理方針について記載すること。
・本事業を実施する上で取得する情報等について理解し、その取り扱い方針について記載されているか。

5 スケジュール管理 10 スケジュール管理 必須 10 －
本事業を実施するための全体スケジュールを記載すること。
・本事業を実施するための全体スケジュールが具体的かつ網羅的に記載されているか。

6 組織の安全性 10 組織の安全性 必須 10 －
企業・団体に関する概要、定款、本事業を実施する上で必要な資本等、経営基盤が確認できる書類を記載（添付）すること。
・企業・団体に関する概要及び定款（それに相当する資料）が記載（添付）されているか。
・本事業を実施する上で必要な資本等、経営基盤が確認できる書類が記載（添付）されているか。

7
ワーク・ライフ・バラ
ンス等の推進

10
ワーク・ライフ・バラン
ス等の推進

任意 － 10

ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する認定（「えるぼし認定」、「くるみん認定」、「ユースエール認定」）の認定内容が確認
できる書類を記載（添付）されていること。
・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定（えるぼし認定企業）の認定内容が確
認できる書類が記載（添付）されているか。
・次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（くるみん認定企業）の認定内容が確認できる書類が記載（添付）さ
れているか。
・青少年の雇用の促進に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定（ユースエール認定）の認定内容が確認できる書類が
記載（添付）されているか。

100 230

合否要件 （１）評価区分が必須となっている項目の評価が０点であった場合は失格とする。
（２）公募選考委員全員の採点の合計点が最高点を獲得した１者を選考する。
（３）採点結果が同点の場合には、公募選考委員会にて協議の上決定する。

330

－ 10
実施体制を維持し状況に応じて補強するためのバックアップ体制について記載すること。
・実施体制を維持し状況に応じて補強するためのバックアップ体制について具体的に記載されているか。

実施体制

任意

－ 20

本事業に類似する事業の実績、及びその実績で得たノウハウ・知識等が本事業実施にあたり有効であることを記載するこ
と。

・本事業に類似する事業の実績が具体的に記載されているか。
・その実績で得たノウハウ・知識等が本事業実施にあたり有効であるか。

3 組織の経験・能力 40

3-1 類似事業実績 任意

3-2

2-5 周知活動 任意 － 20

フォーラム開催の周知に効果的で、集客向上につながるようなPR手法について記載すること。

・集客向上が見込めるPR手法が具体的に記載されているか。

2-4 出演交渉 任意 － 50

出演予定者と出演交渉を行うネットワークについて記載すること。

・出演予定者と出演交渉を行うネットワークが具体的に記載されているか。
・出演交渉に適したネットワークが何者提案されているか。

任意 － 40

提案したパネルディスカッションに適したモデレータ１名以上及びパネリスト・コメンテーター４名以上をそれぞれ提案し、その
経歴・推挙理由について記載すること。
パネルディスカッションとは異なる講演形式を提案する場合には、講演者候補を必要数提案し、その経歴・推挙理由について
記載すること。

・講演候補者とした推挙理由が具体的に記載されているか。
・推挙理由を基に、提案したパネルディスカッションに適した候補者であると判断できるか。

－ 40

提案したプログラム構成に含まれるパネルディスカッションの目的、聴講対象、内容を提案すること。

・テーマ、目的、聴講対象、内容に一貫性があるか。
・参加者（知財関係者）が興味を持ち聴講したいと思える内容であるか。

－ 20

提案した特別講演に適した講演候補者を２名以上提案し、その経歴・過去３年の講演実績・推挙理由について記載すること。

・講演候補者とした推挙理由が具体的に記載されているか。
・推挙理由を基に、提案した特別講演に適した候補者であると判断できるか。

－ 20

提案したプログラム構成に含まれる特別講演の目的、聴講対象、内容を提案すること。

・テーマ、目的、聴講対象、内容に一貫性があるか。
・参加者（知財関係者）が興味を持ち聴講したいと思える内容であるか。

2 本事業の実施内容 210

2-2 特別講演の企画立案

任意

任意

2-3
パネルディスカッショ
ン等の企画立案

任意

評価区
分

得点配分
評価観点

大項目 小項目

1
本事業に対する理
解

40

評価項目

1 / 1 独立行政法人工業所有権情報・研修館


